
























主従でも恋敵でもない女性同士」 と う「新しい関係」が丹念に 異性愛を凌ぐものとして描かれているとして、高い評価を与えている。
　
宮崎氏がこの関係に単なる一過性のものであることを超えた価























家の存続に貢献するような不義 子を生むこと、同情すべき境遇、単なる魅力的な人柄という点だけでは、女院が対の上を妻とする決定的理由にはならないのである。対の上に 、三条 ・中務卿宮北の方以上 女院を引き付ける何かがあったのではか。　
そもそも物語冒頭部において、女院は非の打ちどころのない素
晴らしい人物として描かれるが、男装の秘密の めに、家の者以外では女性とも男性とも交流をほぼ持たず、家に由来す 苦悩ゆえに家の者にも相談できないという、絶対的 「孤独」 有する人物としても描かれている。また、世間並ではない身の上（ 「世づかぬ身」 ）への苦悩や、真意を測りがたい夢への不審を抱えるという、存在への不安を抱く人物としても描写される（巻一・四四頁） 。注目すべきは、この苦悩の場面の後に 「垣間見歩き」
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る描写であり、ともに、思いかけず密通をしてしまったことに苦しんでいる場面である。そして両者ともに、通じられた相手のためにいたたまれなくなり、密通を良しとせぬ内面の美質と苦悩が描かれて る。　『夜の寝覚』の中の君は、意図せざる密通に苦しむ女君であるのと同時に、天女を呼び寄せるほどの超越的な美質、すなわち理想性を有する女君として描かれるのだが、実は、対の上はそれに擬えられる理想的な人物であ ことを、この引用は示唆しているのではないだろうか。 「ここらみるなかに、げにありがたくもおひいでたまひけ かな（巻一
・
七六頁） 」 「まことの御身（男）













孤独」を抱える点であ 。女院がそれを有することについては先述したが、一方、対の上には、 「対の上物語」前半にある変奏された継子譚にそれがみられる。継子譚は女主人公の苦難と幸福を語る話型と ては中世王朝物語にしばしば見られるも
の注８
で、 『在
明の別』では、継母を継父に、姫君の恋人を男から女に変更している。このような変更に伴い、 「いじめ 迫害） 」 内容は、継父による入内妨害と性的関係の強要となっている。　
しかし、この性的関係の強要は、継子譚のいじめ 一変奏（い
じめは結婚妨害の形をとることが多い） 、ある は太政大臣家の後継ぎという物語上 要請を超えて、父権に迫害さ 者の苦悩と孤独の物語になっている。すなわち、対の上 性関係を強要るために「 「…なにのそしりも知らず、心にまかせてもてなし侍らむ」と脅したまふ（巻一
・
五十頁） 」関白の姿は、父権の負の












































称され、以降 「なにをなにとも」わからない 判断力 なさゆ
えの従順さ、 「子めき」 「おほどか」な性格であることが随所に描写される。その結果として密通の悲劇を招いてしまうこの人物像は、 『源氏物語』の女三宮などの影響を受けて よう。また、その死後ですら、息子の左大臣に「いたくいはけて（巻三
・
四六二
頁） 」などと評されており 一貫して一人前で ない「幼い」人物として描写されるのである。そして、対の上を「いたつく」べき「姫君」であると見做す女院と太政大臣家の庇護によって、対の上は 幼い まま、成長しない人物としてあり続ける。また、今北 方との母子の対立が生じず、 を媒介としてそ 関係がかえって円満になることによって、庇護される「対の上」像は一層強固なものとなる。　
自立しようとしつつ不安を抱える女院と、自立出来ない対の上
の組み合わせは、結果 して、相互に依存的な 非常に親密な関係を構築させていくことに繋がって く。本作品はそれを非常に肯定的なものとし 描いているのだが それが意味するところついては「四、関係の展開と死」で論じたい。　
さて、女院と対の上の非対称性としてもう一つ挙げられるもの








































想性は地上の論理を 能力と結びつくものである。女院が超越しようとしている「地上の論理」 は、父権・家制度に支配された論理であると言えよう。女院はこの父権社会に対し、天女由来の、地上の道理を超越す 理想性を以て対抗している であった。そしてこ 救出劇は、女院の「天女由来 力」がなければ為し得なかったことであった。　
女院が月に住む天女そのものに譬えられ、救出者として造型さ


















かりならん女 みんとき（同上） 」と女院（右大将）に き纏うにつけても、女院は「まことまことしく、おほやけ き陣の座、御前のめしなどならで、こ かにうちむかひ、ものをのたまひはすばかりの言葉 し
・
九八頁） 」と、政務に関わる場




























































時、性の試練は二人 関係を深めもし、危うくもするのだ。対上密通の場面の直前、女院は「二道」の選択を迫るような月経の重病化から 不安で籠もりがちとなり、 ともす ばかきこもりて、女君におきふしかたらひたまふ（巻一
・
一二四頁） 」ほど一





























されるようになり、より一層対 上の自責の念が強く感じられる言葉に変化したのである。対の上は女院 愛情を有するために罪の意識を強く感じている。女院が事情 知り（それ 対の上には言わないものの）妊娠を許した後でさえ そ 優しい扱いに対し「はづかしくおそろし（巻一
・
一三二頁） 」と苦悩するのである。























深めている。対 上は女院の苦悩の原因が分からず悲しく思う（ 「 「いかなればかくのみおぼしたらん」と、すずろにかなしき（巻一
・
一五二頁） 」 ）が、その根底には、贈答歌で「身のうさを





厭ッテ世間ヲ）みすてん魂かならずとまりぬべき（女院、一五四頁） 」 「をしからぬ命にかへて きだちきこえぬる身ともがな（対の上、同） 」と思い合い、 「君にとどむる命ともがな（女院、同） 」 「ただ時 まもおくれずもがな（対の上、同） 」と歌を交し合うことで、 「おほかたのはかなき世（女院、同） 」 超えた少女同士の関係に留まり いという価値観を共有す である。さら










思いを汲みとり、 「少女同士の関係」を至上とする価値観を共有することによって、女院の唯一の理解者となる であ 。それは非力ながらも、女院の敗北感を慰める のであった。　
その年の十月頃、女院（右大将）は死んだと公表され、姫君と
して入内する。そして 「死」に引き続き、女院の「死を悲 む対の上も出家 、太政大臣家にかしずかれながら遺児の
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対の上に思いを馳せ、 「げ いとぞあはれなる（同上） 」と同情し、 「 （対ノ上ガ女院ヲ）あらぬ世にこそ思ひやるらめ（同上） 」と憐れむのである。しかしそれは同時に、同じ邸ながら対の上に会うことが叶わぬ、まるで死人のような自身の境遇への「あはれ」でもあった。実際には帝（院）の寵愛や懐妊を受け、十分恵まれた環境に る女院だったが、それは男装時代の栄光や少女同士のきずなの喪失感を払拭出来ないのだった。その上、懐妊のための体調不良も加わり、女院は以前 もまして自身の死を予感意気消沈するのであった。対の上の 御上にお ろしくみ つかはれしこと（同上） 」と思ってい 妊娠が我が身にも起きたという事実が、対の上との同一視を通して突きつけられたとき、女院はわが宿世の浅ましさ 道心の深さ、普通と異なる身の憂さに思い乱れ、 「かならずながか じくや（同上） 」と死を身近 感じるのだった。　
しかし死の予感は、対の上とのきずなを思い起こすことに繋が
る一方で、 「 （自分ガ）むなしくもきこしめしなば、またいかばかりおぼしまどはん（同上） 」という、帝 院）に対するある種情緒をかきたてもした。これは 男性拒否」を通してき これま
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での女院とはまるで異なる感情で、かつ同一視に繋がる対の上への思慕とは正反対の方向の思慕であった。そもそも、後に書かれる帝（院） の関係 異質性のある関係であった。二人は左大臣（対の上の息子）に「なほこの御ちぎりのうらやましきことぞみきこゆ がたびには、生けるかひなき心地する（巻二・ 四八頁） 」と思われるほど 仲の良さ のであるが、性別の違いや、院似の帝と女院似の東宮によって示 れる外見の違いなど、差異が強調される関係なのであった。 の喪失感は、その心を同質な関係と異質な関係双方へ 思慕 分裂させる であった。　
思い乱れる中で対の上を恋しく思う女院に対し、太政大臣夫婦
は、もはや家の繁栄を揺 がすも はないと 確信から、女院を励ますために対の上 の再会を許 。家 道理 苦しめられてきた女院は、その許容範囲の中で少女同士の関係と う「輝き」を取り戻すことによって、自己回復するのであった。　
その女院と対の上の再会の場面には、突如として女院の秘密を
知る女院付き女房たちが登場する。対 上と女院の対面 直前に「朝夕つかうまつる御乳母子、こひたまふ中納言など（一八四頁） 」 、場面末部では「少将、少納言（同上） 」といった女房たちの存在が初めて明ら にされ のである。彼女 ちはいずれ房も女院の側近であり、前者が乳母抜きの「乳母子」だけ あ










院の秘密を知る「女房集団 の出現によっ 拡大す 。対の上は秘密の共有によって、この に迎え入 られ、より強い ずなを生み出したのだった。対の の秘密共有は、社会と家の論理に奪われてしまっ 、女院の男装時代 思いや少女同士 きずなの
−101−















たこの時代に、父権社会の片隅に追いやられる女性たちであり、かつ大人 女性 なることを拒否した少女たちが築き上げる関係を丹念に描く『在明の別』が誕生したのであっ 。　
本作品の女院は、家制度、父権、男性に従属を求められること








ていたこと、脱論理的で反俗的かつ反体制的であること、少女以外の者に閉鎖的な密室的世界であることを指摘される。さらに、「少女文化」が少女たちの「ゆれる思い」を表わすものと結びつきやすいこと、その「ゆらぎ」は挑発性と媚態 有すること、「ゆらぐ」動きの幻のような儚さ故に終わりがあるという性質があることを指摘されている。これは、実に『在明の別』の女院と対の上の有する性質と二人の関係に似ているのではないか。女院のアイデンティティと感情の揺らぎ、家の論理に抑圧され「迫害」されていた対の上と女院の境遇 異性や家の外の者といった少女である二人とは異質な者には閉鎖的な 、そしてそ 関係が不可抗力の運命で終わりを迎える樣は、本田氏 指摘する「少女文化」の有する性質に重なるものであり、その先駆け も言えるものだと思われる。無論、当該作品が執筆された当時に近代の「少女文化」なるものが明確 存在したとは思えないが れに似た感覚で『在明の別』は二人の関係を描いたのである。そし
て、それは永遠性を有するべき価値のある関係であった。　
少女同士の関係の関係を通して、 『在明の別』が描いたものは、









































































































22 「三、 「ひらひら」の系譜─少女、この境界的なるもの」 同氏著『異文化としての子ども』筑摩書房、一九九二）に拠る。
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